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1.序 論

(1)研 究の背景

著者 らは、長年生涯教育 として、中年期女性 を対象に、 自己アイデ ンティティを見つめ

直 し積極的に人生 に取 り組み を促す ような心理学の講座 を行って きた。その中でアイデ ン

ティテ ィが変化す ることによって 自分や家族 の食生活が変化 した体 験をい くつか聞いて き

た。その一つ は、子 どもの食生活 に関係 しているものだったが、母親 自身が母 としてのア

イデンティティを強 く意識 し、それに基づいて子 どもの成長に対する責任 を食行動の場面

において遂行 した例であった。 これは、子 どもの食事 を日々の優先事項に してい くことに

よって、母親 としての役割 アイデ ンティティが一層強化 されたのではないかと感 じる。 ま

たその後、子 どもが大学 に進学 し、それを機に自宅を離れて しまい、併せて、彼女 自身 も大

学院へ進学 したことによって、再び 自分の中のアイデ ンテ ィティに変化が起 きた。今 まで

は子 どものために食事 を作 ること、献立 を考 えることな どが、生活の中で も重要な位置を

占めていたが、彼女 自身が学生 となった今では、食事の役割が時には空腹 を満たすことだ

けになっているこ とが ある。 これは、 自らが担 う役割アイデ ンテ ィティが変化 し、そのこ

とが食生活 に直接的、あるいは間接的に影響 を及ぼ した結果ではないか と感 じるのである。

食行動 には、 日常性、受け手 と与 え手 の両面性、社会活動の側面 とのかかわ りが深 いD

とい う特徴があ る。 また、文化人類学の観点か らは、食行動は、社会の中で個人がそのつ
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ど直面す る様々なレベ ルのアイデ ンテ ィテ ィにとって、きわめて具体 的な指標 になる2)と

考 えられている。 この ような観点 か ら、 中年期女性 のアイデ ンティテ ィの変化が食態度 ・

食行動 にどのような影響 を与 えて きたのか を知 り、その関連性 を明 らかに したい と考えた。

(2)ア イデンテ ィテ ィについて

アイデ ンティティという概念は、精神分析家である、E .H.エ リクソンによって提唱 され、

「自分 であること」「自己の存在証 明」「真の自分」 「主体性」 などの意味をもつ。エ リクソ

ンによるアイデ ンティティの定義 は、「自分 を自分た らしめている自我 の性 質であ り、他者

の中で 自己が独 自の存在であることを認めると同時 に、 自己の成育史か ら一貫 した 自分 ら

しさの感覚 を維持で きている状態である。同一性は、常 に拡散状態や混乱 と力動的な対を

成 している。」3)と されている。

また、わが国では、青年期 を中心 としたアイデンテ ィテ ィ研究 は多 く見 られ る中で、1985

年以降、成人期以降の女性 を対象に した研究 も見 られるようになって きた。 中年期の心理

的変化の特徴 をエ リクソンの心理 ・社会的課題の観点か ら検討 した研究や、青年期 に獲得

されたアイデ ンティテ ィ ・ステイタスは以後 どの ような発達 ・変化過程 をた どるのか とい

う研究が しだいに行なわれるようになってきた。

エ リクソンの研究は主 に、青年期後期 の課題 としてアイデ ンティテ ィの重要性 を取 り上

げているが、岡本4)に よると、個 々人のアイデンティティは青年期以降もさまざまな心理 ・

社会的な変化を契機 に問い直 され、再吟味 されて さらに成熟 してい くものであろうと考 え

られている。著者 も自らが中年期 を迎 え、「自分の生 き方」に関 して模索を している自分 を

実感することが多い。 また、仕事の上 でも中高年期女性 と接す ることが多 くあ り、彼女た

ちとのかかわ りの中で、 よく目にするのは 「何のための人生なのか もう一度考えてみたい」

「今 までは夫や子 どものために生 きて きた。 これか らは自分のために人生を充実 させたい」

な どの人生の新たな課題に向 き合 う姿である。これ らの課題 を解決するために苦 しんだ り、

悩んだ りする彼女 たちの姿は、 まさしくアイデ ンテ ィティの危機 に直面 し、それを乗 り越

え、新 たなアイデ ンテ ィティの再構築 を求める一連 のプロセスではないか と感 じる。

また近年、ジェンダーの観点から男性 と女性のアイデ ンテ ィテ ィ発達の違いがGilligan5)

などから報告 されている。彼女は男性 と女性 のアイデ ンティテ ィ発達 は、その道徳性発達

プロセス と作用 しあってそれぞれ独特 の経路 をた どりつつ展 開する と考えた。つ ま り、従

来のアイデ ンテ ィテ ィ理論 は分離一 個体化 の次元で考え られることが多 く、個性化や自立

の概念が優位な もの として取 り扱われてきた。Gilliganは 、 これは男性の発達的特徴 では

ないか と示唆 している。一方、女性特有のアイデ ンテ ィテ ィの発達的特徴 としては、他者

へ の配慮や責任 という関係性の文脈 か ら自己を規定 してい く傾向が見出されている。言い

換 えれば、アイデ ンティティの持つ個体化のプロセスにのみ着 目す るのではな く、他者を

視野に入れた関係性の中で成熟 してい くアイデ ンテ ィテ ィの発達 プロセスに も目を向ける
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必要性が再考 されているのである。 これをうけて岡本6)は 、成人期のアイデ ンテ ィティの

発達は個 としてのアイデ ンティティと関係性 に基づ くアイデ ンティティの両者が等 しい重

みづけをもって発達 してい くと述べている。岡本のアイデンティテ ィ研究以後、他者 との

関係性 を通 してのアイデンテ ィテ ィ発達 に関す る研究が数多 く行われている7)-1°)。

(3)ア イデンティティと関連 した食 の先行研究

アイデ ンティテ ィと関連 した食の問題は、拒食症や過食症な どの摂食行動障害 との関わ

りについての研究ユ1)12)が多いように思われる。 これ らは、摂食行動 障害の重症度が高 くな

ると、アイデンティティの達成感覚が低 くなることを見出 し自尊感情 の低下 との関係性 も示

唆 している。 また食行動 と心理的側面の関連性への関心は高 まってきてお り、 自己イメー

ジ と食行動 イメージの相互性13)、食行動 の改善 に対す る社会心理学的アプローチか らの行

動変容理論の実践14)、な ど今後の発展が期待 される研究がなされて きている。

更 には、食行動に影響するアイデ ンテ ィテ ィの変化 など、人生経験 の要因を考慮 に入 れ

た より複合的な視点での研究15)-20)も、アメリカを中心 に行われている。Bigsoni15)ら は、

グラウンデ ッド・セオリー ・アプローチによって、食 に関するアイデンティティ(ldentities

relatedtoeating、 以下、食アイデ ンテ ィティと呼ぶ)の 概念が、人 々が どの ように食べ物

や食行動 を捉 えているかを示唆 し、人格 などの個人的特質や、個人相互の関係 と性役割、

職業的役割 などの社会的 自己イメー ジを含んだものであることを導 き出 している。 この研

究においても、食アイデ ンティテ ィは、家庭 内での役割や職業的役割が大 き く関与するこ

とが明 らかになっている。

(4)食 に関する質的研 究

食物選択 は心理学的、社会学的、文化的、経済的、生物的な影響力 を含んだプロセス と

して認識 されて きた。生涯を通 してこれ らの影響力 は、人生の出来事や経験 と相互 に働 き、

個 々の好みや、便利 さや金銭 的な問題な どとも関連 して、食行動 を形作っている。

従来食物選択の既存 のパ ラダイムは、食行動 における個人間 または個人内の変化 を理解

す る手引 きに過 ぎなかった中で、Bisogniら は、ライフコースにおいて食べることとそのア

イデ ンティテ ィが どの ように関係す るかの理論的理解 と自己イメー ジの本質と働 きを理解

のために"語 り(narratives)"を 使ったアプローチ を一貫 して用 いている。BisogniとDevine

らによる研 究チームは、ここ10年 間、心理学の理論や社会学の枠組みに基づいて食物選択

を捉 えた研 究を行なっている。ライフコースの視点 を取 り入れた質的研究17)20)では、食態

度や食実践における個人の違いは、短期間のステー ジよりも長期 間の考え方に影響 される

こと、つ ま り食物選択 の変化性 と不変性 に観点 をお き、ライフコースにおける人生の出来事

や変遷か ら食に着 目している。この研究では 「母親 として」「職業 に基づ く」「役割」「ロー

ルモデル」 とい う言葉が使 われ、 これ らは食と関連性の強いアイデ ンテ ィテ ィと考え られ

る。他 にもライフコースと食の関連 を扱 った研究 には、食教育における個人のライフコー
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スの重要性 を示唆 した もの19)や、食選択が人生の様 々な時期 において どのようになされて

いるかをライフコースを分析することで試みた もの20)な どが挙げ られ る。

近年の栄養 ・食教育の 目標 はQOLの 向上にある といわれる中、栄養教育 を行 う者 にとっ

て、個 々人の食物や栄養の認知のプロセスや考 え方を知ることは大変重要である と考え ら

れる。 また、アイデ ンテ ィテ ィの変化 など人生経験 の要因を考慮 に入れた複合的な視点か

ら、食生活を研 究 してい く必要性 は高い と思われる。そ こで、著者は一人一人の人生の背

景や、語 りの中にあらわされた意味を理解することが本研究の重要な視点であ るため、質

的研究法 を用いることに した。

(5)ア イデ ンティティの操作 的定義

先行研 究では、アイデ ンテ ィテ ィとい う言葉が次のような文脈の中で見 られた。それ ら

は、「栄養 を入生の重要な部分 と見なし、個人的アイデンティティの より高い側面だった。」

「栄養 は彼女 の人生やアイデ ンティテ ィの大 きな部分であった。」「女性 としてのアイデ ン

ティティを強調する15)」など、食や栄養が 自分のおかれた立場や役割 を象徴 する言葉 とし

て表わされていた。 また、岡本4)に よると、職業 も育児 もEriksonの 中年期の心理社会的

課題 と深いかかわ りを もってお り、 これ らへの積極的関与 はアイデ ンテ ィティの真の確立

に大 きく寄与すると述べている。上記 の点 を踏 まえて、著者の用いるア イデ ンティテ ィの

操作的定義 は、岡本の理論 に従い、個 としてのアイデ ンティテ ィと、関係性 に基づ くアイ

デ ンティティの2側 面か ら捉 えことに した。具体 的には、個 としてのア イデ ンティテ ィは

自分 自身であ り、一方、関係性 に基づ くアイデ ンティテ ィにおいては、役割アイデ ンティ

テ ィである。 この役割 アイデンティテ ィという概念は、発達心理学の領域だけにとどまら

ず、社会学や教育学の領域 でも広 く用いられている21)-23)。これ らの役割アイデ ンティテ ィ

にはい くつかの側面があ り、一般 に、家庭 における配偶者(妻)役 割、母親役割、社会に

おける職業的役割な どが紹介 されることが多い。

皿.目 的及び仮説

本研究の 目的は、中年期女性 のライフイベ ン トによるアイデ ンティティの変化 と食態度の

変化 について、明らかにすることである。

本研究の仮説は、1.母 親役割のアイデ ンテ ィティを獲得することによって、子 どもへ の関

心が高ま り、食態度は変化する。2.特 定のライフイベ ントを経験することによるアイデンティ

ティの喪失や、揺 らぎによって食態度は変化する。3.ア イデ ンティティの喪失、揺 らぎを

経験 した後、新たなアイデ ンティティの模索 プロセスを通 して食態度は変化する。そのため

に、①対象者の経験 した ライフイベ ン トの種類や評価の高 さ、②認識 されたアイデ ンティ

テ ィの種類や変化の時期、③ ライフイベ ン トによる食態度の特徴 を把握す る、ことである。
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本稿 で用いるアイデ ンティティの操作 的定義 は、家庭 における配偶者役割(=妻 役割)、

母親役割、社会 における職業的役割 アイデ ンテ ィテ ィなどと、 自己アイデ ンティティであ

る。役割 アイデンティテ ィは関係性 のアイデンティティと、 自己アイデンティテ ィは個 と

してのアイデ ンテ ィテ ィと表裏一体 となっている と考 えられる。食態度とは、全生活の中

での食事 の優先順位及び食生活への意欲 を示す。

以上の目的を明 らかにするにあた り、アイデ ンテ ィティの枠組みは、岡本の理論24)を 用

い、家族 と社会の同心 円は、 カー ンとアン トヌ ッチによるコンボイモデル25)を、食生活は

足立 による食生態の枠組 み26)を参考に作成 した(図1)。

⑭
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図1研 究の枠組み 翻瀦艦畿饗燃

皿.方 法

1.調 査について

1)調 査対象者

著者 らが企画 ・運営す るM心 理学講座に参加 している47歳 ～61歳 の中年期女性10名 を調

査対象 とした。心理学その ものに興味がある、 または様々なライフイベ ン トを通 して、心

理的な葛藤 を経験 し、 自分の内面 に目を向け、「今後 自分 らしく生 きるためには どうすれば

よいか」な どを考えるために心理学 を勉強 してい る人たちである。著者 らは、彼女 らとか

な り長期間にわたってのかかわ りがある(平 均年数6.2年 、 レンジ2～12年)。

表1に 各対象者の属性 を示す。健康状態、身長、体重はインタビュー後にたず ねた。 こ

れ らの身長、体重 よ りBMIを 算出 した。

2)調 査方法

調査方法 として、一人1時 間～1時 間30分 の半構造化 インタビュー を個別に行 った。実

施 に当たっては、電話にて個別 に依頼する際、研究の主 旨、方法、並 びに個人情報保護 に

ついて説明 した上で、イ ンタビューの 日時を決めた。 イ ンタビュー当 日には同意書 を用意

し、著者が読み上げ、対象者が研 究に同意 した場合 には署名 し提 出を求めた。本研究では、

全員が同意書への署名 を行 った。その後予め作成 したイ ンタビューガイ ドに沿 ってインタ
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ビューを進めた。インタビューは、対象者 と場面を共有できる著者 らが行ないインタビュー

記録やフィール ドノー トを記録 した。対象者の了解を得てインタビュー内容はMDに 録音 した。

表1対 象者の属性

事例 年齢 居住形態 最終学歴 就業状態 健康状態 BMI

1 47 配偶 者、長男(18歳)、 長 女(16歳)と 同居 大学 専業主婦 良好 28.5

2 48 配偶 者、三女(16歳)と 同居 大学 専業主婦 良好 2a.z

3 52 次女(24歳)と 同居、配偶者 は単身赴任 大学院 専業主婦 良好 20.5

4 55 三女(25歳)と 同居、配偶者 は単身赴任 大学 専業主婦 良好 22.7

5 55 配偶者 と同居(近 くに三男夫婦) 大学在学中 専業主婦 良好 21.3

6 57 長女(28歳)と 同居(配 偶者 は死別) 専門学校 PCイ ンス ト
ラク ター 良好 23.1

7 58 配偶者 と同居 大学 専業主婦 良好 19.9

8 58 配偶者 と同居 大学 専業主婦 良好 19.3

9 58 配偶者 と同居 短大 専業主婦 良好 20.5

10 61 配偶者 と同居(次 女と2世 帯住居) 大学 ピア ノ教 師
コレステ ロー ル

やや 高い 22.5

3)調 査期間

2005年9月 ～lo月 に順次面接 し、インタビューの実施場所 は、同様の条件 でインタビュー

が行えるよう都 内S区 の公的機関の会議室 を借用 した。

4)調 査内容

先行研 究を踏 まえて作成 した 「ライフイベ ン トのプロフィール(図)」27)を 用い、対象者

にライフイベ ントの評価 を曲線で記入 してもらった。その曲線 を見なが ら、調査の枠組み

に基づ き、次の ような質問項 目を設定 した。

① アイデ ンテイテイについて

a.ラ イフイベ ン ト曲線 の記入

誕生か ら現在 までの うち、人生 に大 きな影響 を与 えた と思 われるライフイベ ン ト

(で きごと)を 記入 し、 自分 自身が肯定的 と評価 しているライフイベ ン トをプラスに、

否定的 と評価 しているイベ ン トをマ イナスにマー クし、それ らを線 で結んでい く。そ

れぞれが どの ようなライフイベ ン トなのか、簡単に記入 してお く。ライフイベ ン トの

評価 は 「+++」 か ら 「一 一」 までの6段 階である。

b.ラ イフイベ ン ト曲線 を記入 した上で、次のような質問を した。各ライフイベ ン トと

自分 の役割の変化 について、各ライフイベ ン トがお きた時 どんな自分 にな りたかった

か、 自分の生 き方や考え方がある程度確立 したのはいつか、各ライフイベ ン トと食事の

関係 の有無についてであった。

②食態度 ・食行動について
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ライフイベ ン トによって食生活が変わった と語 られた時期 について、食物摂取状況(料

理 レベル)、共食の状況、自分の食態度 ・食行動 に影響 を与 えた人 と影響を受けた人、自分

の食行動の特徴、 自分の食生活へ の意欲、食事の優先順位、年 を重ねて食べ ることへの変

化 などを質問 した。

5)分 析の手順(図2)

(1)イ ンタビューの内容か ら トランスクリプ トを作成 した。

イ ンタビューの内容 は対象者に了解 を得てMDに 録音 し、 トランスクリプ ト(逐語録)を

作成 した。この トランスクリプ トは著者 と、テープ起 こしを依頼 した調査協力者が別々に

作成 したものを照 らし合わせた。その結果、完全 な トランスクリプ トを作成するに至った。

(2)ラ イフイベ ン トごとに全ての質問項 目に沿 った一覧表の作成 を した。

質問領域 に関す る回答 を集めて整理す るために、ライフイベ ン ト曲線 と トランスクリ

プ トを もとに、食態度 ・食行動の全ての質問項 目に沿 って一覧表 を作成 した。 また、質

問が半構 造化 インタビューである性質上、同 じ内容 の質問の回答や関連 した内容の回答

が複数の質問に重複 して出て くるケースがあった。 よって、質問 と回答をわか りやす く

整理す るために一覧 を作成 した。

(3)事 例 ごとに、ライフイベ ン トによるアイデンティテ ィの変化 と食生活の変化 を要約 ・整

理 した。

(4)一 方、 ライフイベ ン ト曲線 については、記入 されたライフイベ ントの項 目の記入漏れ

を トランスク リプ トよ り追加 し、転記 した。(図3、 図4)

(5)ラ イフイベ ント曲線 より得 られたライフイベ ン トの項 目を東京都老人総合研究所(以

下、都老研 という)で 用い られた分類 にしたが って整理 した。都老研 は、 これ までわが

国で作成 されたスケールが なかったため、1980年 代 のライフイベ ン トに関す る文献の中

で用い られたライフイベ ン トスケールの中か ら、内容 ごとに分類 し、中高年期 に体験 し

やすいライフイベ ン トの追加、削除を行い、新 たに ライフイベ ン トスケールを作成 した。
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以上の経緯 を踏まえて、い くつかのライフイベ ン トの分類の中か ら、質問項 目数、質問

内容、方法 を吟味 した。 日本人のライフス タイルによ り適応 し、 また中高年 という世代

に的を絞ったライフイベ ントの項 目は本調査 の対象者 に合致す る部分が多 いと考 え、本

調査で は都老研 のライフイベ ン トの項 目を使用することとした。

(6)事 例 ごとに各ライフイベ ン トのアイデ ンテ ィテ ィの変化 と、食生活の優先順位及び食

への意欲に関するエ ピソー ドを抽 出した。

アイデ ンティティの抽出基準は、対象者がインタビューの中で 自ら自発的 に発言 した

役割認識に基づいている。 インタビューの中で、「どのように自分の役割が変わった と思

い ますか?」 「どんな自分 にな りたいと思 いましたか?」 「あなたの最大関心事 は何 で し

たか?」 な どの質問に対する回答の中か ら抽 出 した。

まず、「何々の役割 として」 とい う表現が、対象者 自身か ら自発的に出て くるので、そ

の 「何 々の」 という役割 に注 目して、それ らの質問内で、その役割概念が含 まれている

エ ピソー ドを下記の点に注 目して吟味 した。①何に向かっているか?(ア イデ ンティティ

の関係性 を見 るため)② どのような視点 ・内容 を含んでいるか(責 任感、期待 にこたえ

たい、義務感)③ 何がその役割アイデ ンテ ィティを支えるものか。

(7)(6)よ り、役割アイデンティティの心理的特徴 と、食への意欲のカテ ゴリー化 をおこなっ

た。分析 ・コード化は心理学の専 門家 と著者の二人でそれぞれ別々に行い、整合性 を図っ

た。 コー ド化す る言葉は、中年期の心理的変化24>の 特徴 を参考 にし、項 目を一部付 け加

えた。 コー ド化の一致率は、訓練 された大学院生 に依頼 し、81.1%の 一致 をみた。

(8)コ ー ド表 に基づいて、アイデ ンテ ィティに関す るエ ピソー ドと、食生活 に関す るエピ

ソー ドを分類 した。

(9)① 子育て期、② アイデンティティを喪失 したライフイベ ント、③ アイデンティティを模索

している時期、④現在について、ライフイベント、アイデンティティ、食態度の関連をみた。
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】v.結 果

1.ラ イフイベン トについて

1)ラ イフイベン トの項 目の分類(都 老研)か ら見 た認識 されたライフイベ ン トの分類

対象者がライフイベ ン ト曲線に記入 したライフイベ ン トの項 目、およびインタビューの

中に語 られたライフイベ ン トの項 目を、都老研のライフイベ ン トの分類に当てはめ確認 を

行った。都老研28)の 分類項 目は中年か らの老化予防に関する心理学的調査で用 い られた も

のであ り、対象者が50歳 か ら74歳 まで と年齢 としては老年期 も含 まれる上、年齢幅 も広い。

その上、 ライフイベ ン トは現在の生活 の中での出来事 に焦点を当てている。 しか し、本研

究ではライフイベ ントは過去 にさかのぼって人生経験 を語 る中で、人生に大 きな影響 を与

えたライフイベ ン トを抽出 している。 よって、都老研 のライフイベ ン トの項 目は中年期以

降の出来事 を視野 に入れて設定 されているのに対 し、本研究の場合 は青年期の頃の ライフ

イベ ン トに も言及する必要が生 じる。 よって、都老研 のライフイベ ン トの項 目に追加 しな

くてはな らない項 目が発生 した。具体 的な項 目としては、「結婚」 「子 どもの誕生」「配偶者

の昇進」 「流産」「自分の進学」「旅行」を追加 した。 また都老研では大 きく 「家族の大 きな

病気や けが」 という項 目を設定 していたが、本研究では家族 とい う表現をさらに細か く分

類 し、「子 どもの病気やけが」 「配偶者 の病気やけが」「父母(義 父母)の 病気やけが」 とし

た。更 に、本研究の仮説の枠組に従 って、 これ らのライフイベ ント項 目を、家族 に関する

項 目と自分に関する項 目とに再分類 した。「結婚」 は自分のことであるが、結婚によって配

偶者役割が発生す ることか ら、家族 に関す る項 目とした(表2)。

2)ラ イフイベン トの 出現頻度 と食生活 に関係があったライフイベン トの出現頻度(図5)

図5は 、人生 に大 きな影響 を及 ぼしたライフイベ ン トと、食生活 に変化があった と答えた

ライフイベ ン トを しめ している。 ライフイベ ン トは結婚以降で121項 目あ り、その うち家

族 に関す るライフイベ ン トが8割 を超え、その項 目は、結婚、子 どもの誕生、子 どもの結婚、
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表2自 分と他者(家 族)の 関係性に注目したライフイベン トの分類

対象者 内容の分類 ライフイベ ン ト

配偶者

トラブル

仕事

健康

死別

結婚

夫婦関係の トラブル

配偶者の昇進

配偶者の単身赴任

配偶者の再就職、転職、就職、事業の開始

配偶者の大きな病気やけが

配偶者との死別

家
族
全

体
に
関
す
る

こ
と

子 ども

トラブル

仕事

健康

死別

子 どもの誕生

子 どもの結婚

子 どもの入園 ・入学

家族 内で問題 が起 きた(例:子 どもの問題行動、親に問題が生じた)

子 どもの再就職、転職、就職、事業 の開始

子 どもとの別居

子 どもの大 きな病気やけが

子 どもとの死別

孫 孫の誕生

父母 死別

(義父母)健 康

父母(義 父母)と の死別

父母(義 父母)の 大きな病気やけが

親戚 死別 兄弟姉妹との死別

家族全体

住環境 引っ越 し ・(転勤 も含む)

財産や資産の獲得、損失(例:遺 産相続、家の新築 ・購入)

事故、犯罪な どの被害、訴訟(例:交 通事故、泥棒、詐欺)

自
分

に
関
す
る

こ
と

仕事

健康

その他

自分の再就職、転職、就職、事業の開始

自分の進学

自分の完全な退職 ・引退

自分自身の大 きな病気やけが

流産

旅行(趣 味を含む)
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父母 との死別だった。 自分 に関す るライフイベ ン トは、 自分の再就職、流産があげ られた。

食生活が変化 したライフイベ ン トは、結婚以降で45項 目あ り、39項 目が家族 に関す るラ

イフイベ ン トだった。結婚、子 どもの誕生、子 どもの結婚、引越 しなどがあげ られ、 自分

に関 しては、再就職や退職、進学、病気 などがあった。人生に影響 を及ぼ したライフイベ

ン トと食生活に影響 を及ぼ したライフイベ ン トを比較する と、結婚は食生活に100%影 響 し、

ついで引越 しが75%、 単身赴任が50%、 自分の再就職が40%と 続いた。 また多 くの対象者

に とって、子 どもの誕生 も食生活に大 きな影響 を与えている。

2.役 割アイデ ンティテ ィについて

1)役 割アイデ ンティテ ィの種類 と出現頻度(図6)

成 人期 のアイデ ンティテ ィを とらえる2つ の軸 と して 、岡本 は個 としての アイデ ンティテ ィ

と、関係 性 に も とつ くアイデ ンテ ィテ ィを述べ て い る。対 象者 が 認識 した アイデ ンテ ィテ ィ

は、個 と して の 自分 は30.4%、 関係 性 に基づ く役 割 ア イ デ ンテ ィテ ィは69.9%で そ の うち、

母役 割 ア イデ ンテ ィテ ィは23.5%、 妻 役割 ア イデ ンテ ィテ ィは21.7%、 嫁役 割 アイデ ンテ ィ

テ ィは12.2%で 、3つ の合 計 で57.4%を 占め てい た。 また、20代 ～30代 に は、 関係性 の ア

イ デ ンテ ィテ ィが多 く語 られ、30歳 代 に は、 ほ とん ど自分 の ア イデ ンテ ィテ ィは 出現 しな

か った。 しか し、40歳 を越 えてか ら、8事 例 に個 と して の アイ デ ンテ ィテ ィが み られ た。

2)役 割 ア イデ ンテ ィテ ィに お ける心理 的特徴 の コー ド表(表3)

ア イデ ンテ ィテ ィに対 す る心 理 的特徴 のエ ピソー ドを トラ ンス ク リプ トよ り抽 出 した。

「積極性 ・自律 」 「自己 の見つ め直 し」 「視 野の広 が り」 「老 い や死へ の不 安」 「有 限性 ・存在

の 否定」 「自信 の喪 失」 な どの項 目が あ った。更 に、そ れ らの カテ ゴ リー化 した もの を何 度

も読み 込 み、 もっ と も良 く言 い表 して い る言葉 を抽 出 して コー ド化 した。特 に、 「責任 感」

「義務 感」 とい った コー ドは、母 、妻 、嫁 、娘 の各 役割 アイデ ンテ ィテ ィに共 通 に見 られ る

もの で あっ た。

・
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表3役 割アイデンティティにおける心理的特徴のコード表

役割アイデ ンテ イテイ 心理的特徴(コ ー ド)

ア 個

イ と
デ し
ンて

テ の
イ

T

自分

積極性 ・自律

自己の見つめ なお し*

視野の広が り*

老いや死への不安*

有限性 ・存在の否定*

自信の喪失

関
係
性
に
基
づ

く
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ

娘

親からの期待の受容

責任感

喪失感

妻

責任感

義務感

関係性の維持

不安定感 ・揺 らぎ

嫁

義務感

義務感か らの開放

献身

不安定感 ・揺 らぎ

母

責任感**

義務感**

喪失感

役割の明渡し

姑 受容

祖母 責任感

職業人 責任感

*岡 本祐 子:中 年 か らの ア イデ ン テ ィテ ィ発 達 の 心 理 学 成 人期 ・老 年 期 の心 の発 達

と共 に生 きる こ との意 味 。 ナ カニ シヤ 出 版,京 都(1997)を 基 に作 成

**栗 山直 子,畠 中宗 一:母 親 の 役 割取 得 プ ロセ ス と 「意 味づ け」 に 関す る一 考 察
,

現 代 の社 会 病 理,15,83-96(2000)を 基 に作 成
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ここでい う 「責任感」 は、内発 的な動機付けに基づいて出て くるものであ り、積極 的に

そのことが らに関わろうとす るその人 自身の意志が感 じられる ものである。一方、「義務

感」 はどち らか とい うと外発的な動機付けで形成 される もので、 自分以外の存在か らの圧

力によって 「嫌であるが しな くてはな らない」 とい う消極的な要素 を持つ ものである。栗

山ら29)は母親の役割取得 プロセス とその意味づけに関す る研究で、母親の役割獲得 のプロ

セスは一様ではない としている。大 きく分けて二つの傾向 を示 してお り、一つ は自分の役

割 に対 して主体 的に意味づけを行い、それ を内在化 させ る場合である。本研 究で言えば、

上記の 「責任感」 に当たると考 えられる。一方、他者か らの役割期待 をその まま受け入れ、

規範追従的なタイプは、主体性を欠 くこ とがあ り嫌 々で も役割 を成 し遂げようとする。 こ

れは、上記の 「義務感」 に表れている。

また、その役割に対する不安感、不満 を 「不安定感 ・揺 らぎ」 とし、結果 として役割 に

対す る疑 問が生 じ、 アイデ ンテ ィテ ィの喪失 につ ながる可能性 を持つ ものである。次に、

妻の 「関係性 の維持」 は、現在 の状態 を良 くした り、悪 くした りとい うのでな く、夫 との

関係 を現状維持 のままニュー トラルに保つ とい う意味である。 また、嫁の 「義務感か らの

解放」は、 まさに言葉 どお りで、呪縛か ら逃れたとい う解放感である。「献身」は自己犠牲

的に仕 える態度を示 し、「喪失感」 は大切 な存在 を失った感覚、「役割の受け渡 し」 は自分

の今 までの役割が どこかの時点で終焉 し、役割 に伴 う責任か ら解放 された安堵感 と喜 びを

示 している。更に、姑 の 「受容」は新たに加わった 自分の姑 としての役割を受け容れてい

る状態 を示 している。

3.食 態度 について

1)食 生活の意欲のコー ド別内容(表4)

食生活への意欲の有無で分 けると、意欲あ りの場合は、 自分については 「料理の技術 を

発揮 したい」「習った ものを作 りたい」 とい うようなエ ピソー ドを 「能力の発揮」、「料理に

対する好奇心があった」な どは 「好奇心」、「健康 で幸福 な人生 を送 りたい」は 「健康へ の

意識」 とした。 また、妻役割のアイデ ンテ ィテ ィとしては、「夫が ほめて くれる」 などを

「夫か らの評価」 とし、「子 どもの成長を考えた」 は 「子 どもへの責任感」。一方意欲なしは、

「毎 日の生活 に追われ、食生活に関心が なかった」な どは 「関心 の喪失」、「夫 には しょうが

なく作っている」は 「夫への義務感」、「子 どもには義務感で作 った」は 「義務感」 とした。

コー ド化 に際 して、配偶者 との死別によ り、食生活全般 について 「憶えていない」 と答 え

たものは、意欲の有無のほか に 「その他」に区分す ることとした。
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表4 食の生活の意欲のコー ド化別内容

対
意
欲 コ

象
の
有
鉦

i

ド

事例1 事例2 事例3 事例4 事例5 事例6 事例7 事例8 事例9 事例10

'、 じ、

能力

の
発

1

料理の技術や
献立を発揮し
たい(結婚)美
味しくて栄養
のあるものを
提供したい
(子どもの誕
生)珍 しい食

自分は何もで
きないので、料
理の技術を

上達させたい
(結婚)

習ったものを

作りたい
(結婚)

揮 材や調理法に
挑戦した(転
勤による引越
し)

■

好
奇
心

料理に関する
好奇心があっ
た。(結婚)異
国の食文化に
興味があった
(転勤による

引越し)
1

料理の本を見
るのが好き
(結婚)
食に貧欲(子
どもの誕生)

料理は好き
(退職 母の大
きな病気)

料理が楽しい
(別宅を新築・
現在)

食事作 りの意

欲はあ り、本
ばかり買って
いた。(自分の

再就脚

料理に対する
好奇心があっ
た(結婚)料
理の得意な友
人に教えても
らう。槻在)

料理に対する
好奇心(結婚)

食 食べることが
好き(結婚)

欲
1

食に貧欲 仔
どもの誕生)

自

分

意
欲

●

有

死生観に基づ
いて、一食一

食を大事にす
る気持ちが強
い 観在)

添加物を入れ
ず手作りしよ
う(別宅を新
築 ・現在)

母が余り料理
をしなかった

ので、これで
はいけないと

思った(結婚)

手料理が家族
の絆を強める
という母の教
え(結婚)生活
の見直しから、
食生活を見直

実家の料理は
質素だったの
でそれを貫い

た、頂き物を

整理したい、
(子どもの入

栄養のバラン
ス、食事回数

など、母か ら
の教え(結婚)

自
信 そうと思った

(夫婦関係の
トラブル)

学〉外人宅の
質素な料理に
驚いた。自分

念 の料理はこれ

でいいと思い、
料理が次 出々

己 される婚家は
おか しいと思

うようになっ
た。(転勤によ

る引越)

健
康
へ

1

美味しい料理
を教えたい
観在)

自律のために
健康が大切で、そ
のための食

事は大事であ

夫がガンで亡く
なったこと

で、自分 も元

気でいるため

健康で幸福な
人生を送りた
い(現在)

骨粗しょう症
と貧血を改善
したい。(自分
自身の病気)

健康第一と思
い、健康にい

いものを食べ

よう(流産)心

璽
る 槻 在) に食生活をき

ちんとしなけ
栄養指導を受
けたことを継

身ともに丈夫
でいたい(子

居 、 ればならない 続 している どもの結婚 ・

識 槻在) 槻在) 孫の誕生 ・現

在〉
=rf

震

1

美味しい料理
を教えたい
(現在)

望

自 意

閑
'し・

の

喪

失

料理をやる気
がなかった。

(夫婦関係 ト
ラブル)

1

毎Bの生活に追
われ、食生

活に関心がな
かった(家庭
内に問題が起
きた)

(子供の巣立
ち後〉張り合
いがなく、や

る気喪失、力

尽きた(長 女
の結婚)

分

欲
●

無
能力

の
自

1回失敗した
ら作らない
儲 婚)料理
の写真を見て
実際と違うの
にがっかりし

覚 た(転 勤によ

る引越〉

夫
ら
の
評
価

夫からの賞賛
の言葉だった

り、批判だっ
た り(結 婚)

1

失敗 しないよ
うに、主人に

喜んで食べて
もらうように

(結婚)

夫が喜んで一
生懸命食べて

くれること

(結婚)(子 ど
もの結婚 ・自

分の進学)

夫が手放 しで
ほめてくれる

こと(結 婚)

夫の気に入る

ものを作ろう。
(結婚)

関
係
性

妻

意
欲

●

菱
の
献
身

1

夫を喜ばせる
(結婚〉

夫の好みや食欲
仔 どもの

誕生)

作って食べて
もらうことが
こんなに嬉 し
いことかと思っ

てきた儲 婚)

相手を喜ばせ
たい(結婚)

有
夫

^に
健対
塵す
管る

夫の健康のた
め(結婚)

夫に食べても

らうこと(会
社の事故)

夫と二人で長
生きするため

〔長男の結婚、

現在)

理貴星任

感
1
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・夫
■

料理ができな

お
義

いから朝から

考えていた
務 (結婚)
;盛

妻 イ也

1

他入からのほ
者
力・
ら

め言葉
(結婚)

の
'E=

Titi

子
ど
も

1

美味しくて栄
養のあるもの
を提供したい
〔子どもの誕

子 どもに美味
しいものを食
べさせたい

(退職 ・母の

食べることの

大切さを知っ
たので、子ど

もと自分はき

子どもの成長、
子供の栄養を
考えた(子ども
の入学)

子供の成長
伯分の再就脚

子供の成長

(子どもの誕生}

子供の成長

(子どもの誕生)
子供の成長仔ども

の誕生)

へ 生)受験生に 大きな病気) ちんと食べた
の 栄養のあるも 〔会社の事故)

意
欲

責
任
感

のを与え、子

どもに幸せや

安らぎを与えた
い(現 在)

●

有
香
夏

■

子どもには義
務感で作った。
(夫婦関係ト

子どもに食べ
てもらう
㈲分の就職〉

の ラブル〉

義
母 務

聖盛
・子

コ

子どもの評価 子どもたちか 子どもが喜ぶ 子どもが取り
と"
も
カ・
ら

(退職 ・母の
大きな病気)

、

らのリクエス

ト(子 どもの

誕生)

顔と要求(子
どもの誕生)

合って食べる
様子 仔 ども
の誕生〉

の
言∫[ミ

Tlli

対ほ
すか
るの

見父

[

弁当作 りは見

栄だった(k
婦関係の トラ
ブル)

栄兄
に

家
1

家族が何を食 家族の喜ぶ顔
族 べたいかとい (家庭内で問
か う言動(母 と 題が起きた)

関
ら
の

の死別)家族
のほめ言葉

係
性

評
価

(子どもの誕
生)

妻
、

r,
と

■

食を大事にし
て家族の和を

同じ釜の飯を
食べることを

母
一;e

'li,

保つ(子 ども
の誕生)

大切にしよう
(夫婦関係の

`盛 トラブル〉

家 一貫して食べ 仕事が忙しく
方矢 ることを大切 なり、作 りた

お
1t
イ壬

にしてきた。

(別宅を新

築 ・現在)

いのに時間が

なくていらい

らした。(自分
ど盛 の再就駒

禦
の

義務感があっ
た 儀母の病

作らなければ

ならない、料

姦へ
気) 理ができて当

たり前と思わ

嫁

霧
慧

れていた(結

婚〉

1

袋 喜ぶ顔と誉め
a>

方実

言葉 儀母の
病気)

の
誇ド
Tilti

夫
1

夫にはしょう

妻
お
義

がなく作って
いる。観 在)

務
塁盛

喪子
1

意欲はなかっ

母
失ど

感も
た、悲 しかっ
た(子 どもと

意
の の死別)

妻
、

母

欲
o

無

感家
か族

おお
解責
放任

食べさせる人
がいないので、
意欲が低下し
た(配偶者の
単身赴任・父
の病気)

親
1

看護で忙しく
へ なると、食事

娘 梁
1!

が一番手抜き

になった(配
任 偶者の単身赴
感 1 任・父の病気)
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2)食 生活の意欲の種類 と出現頻度(図7、 図8)

個 として捉 えた自分の中で、意欲 を高めるものは好奇心が10(25.6%)が 一番多 く、意

欲 なしの ときは関心の喪失3(7.7%)だ った。関係性 の中では、母 として子 どもへ の責任

感9(20.0%)が 多 く、意欲 なしの ときは、妻 として夫へ の義務感、母 として他者 に対す る

見栄などが1(2.2%)ず つあげられた。

4.ラ イフイベ ン トによるアイデ ンテ ィテ ィの変化 と食態度 との関連について

1)母 親役割のアイデ ンテ ィテ ィと食態度 との関連(表5)

表5母 親役割のアイデンティティと食態度の関連

分 類 事例数 役割アイデ ンテ ィテ ィの特徴 食生活の意欲の特徴
食事の

優先順位

1.母 としての

責任 感
6 母としての責任感 子どもへの責任感 高 い

H.母 としての

義務感
2

母 としての義務感

妻 としての義務感
子 どもや家族からの評価

高 い

低 い

皿.母 以外の役割

アイデ ンテ ィ

ティ

2
職業人としての責任感

自己確立感

子 どもへの義務感

家族に対する責任感

低 い

中程度

母親役割のアイデンテ ィテ ィが獲得 されることによって子 どもへの関心が高 まり、食態

度は変化する という仮説 について述べ る。 ここでは、食態度に注 目しているが、食事 の意

欲の裏付け となる部分 の食行動について も一部記述 した。子育 て期 とは、主 に子 どもの誕

生、入園 ・入学などのライフイベ ン トを契機 に した期間 として取 り扱い、幼児期か ら学童

期 を指 しているが、1ケ ースは中学生 の時を述べ ていた。

(1)母 としての責任感が強いタイプ

表5よ り、役割アイデ ンテ ィティの特徴 と食生活へ の意欲 に共通点がある。子育て期 に

意識 される役割 アイデ ンティティは 「母」であ り、その特徴は 「母 としての責任感」 とし
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て理解 されている。そ して食生活 における意欲 を特徴 づけるもの として、 まず一番多 くあ

げ られているのが 「子 どもへの責任感」 である。その他には、家族か らの評価、家族 との

連帯感、子 どもか らの評価であ り、いずれ も食事の優先順位は高い。

これ らの事例の6名 は専業主婦であ り、朝昼夜3食 とも子 どもと二人だけで食事 をす る

状況で、献立は子 どもの健康状態 を考 えて選択 した り、子 どもの好 きなハ ンバーグ、エビ

フライ、シチュー をよく作 った、手間がかか るもので も子 どもが喜ぶので作 った ことが語

られた。最大関心事 はいずれ も子 どもの成長、子 どもの教育、子 どもの幸せ であった。子

育て期 に子 どもの世話 に専念で きることか ら、母親 としての役割アイデ ンテ ィテ ィが子 ど

もを中心 とした食生活の充実 に直接結びつ きやすかったのではないか と思われる。

(2)母 としての義務感が強いタイプ

ー方、専業主婦 であ りなが ら、い くつかの役割 を並列に認識 してお り、子育て以外 にも

社 会的 な役割 を担 ってい るというケースがあった。「子 どもの教育、両親への忠誠、主人

の健康、社交が私の仕事」 と語 られ、母 としての役割は子 どもへ の義務感が強 く出てきて

いる。 したがって、食生活への意欲の特徴は、家族か らの評価であ り、食の優先順位 は高

いとはいえ、食態度 としては積極性 よりもむ しろ 「しな くてはならないか らやっていた」

とい う姿勢が見 られる。

また、母親の役割アイデ ンティティの特徴 としては義務感が強 く表れてい る。食生活へ

の意欲の特徴は、子 どもか らの評価 としているが、食の優先度 は低い。その当時 を振 り

返って、彼女 は 「生活に追われ食生活 に関心がなかった」 と語っている。夫 は仕事が忙 し

く、不在がちな中で、ち ょうど反抗期 を迎 えた息子 との葛藤で生活が大変だった時期だっ

たか らであろう。

(3)母 親よ りも他の役割アイデ ンティテ ィが強いタイプ

次にあげる事例 は、40歳 前後に仕事 を始めた主婦である。 自宅で塾 を開いた もの、 フル

タイムで会社勤めをするようになった ものがいる。 よって、子育て期 において も母親の役

割 アイデ ンテ ィテ ィだけを意識 しているのではな く、職業人 としての責任感がめばえ、仕

事 を持つ ことによって 自己を見つめなお した り、仕事 によって 自分に 自信 を持ちは じめ、

自己確立感 を認識 しているケースである。食生活の意欲の特徴 は、子 どもへの義務感や家

族に対する責任感であ りなが らも、食事の優先順位は中程度あるいは低い と語 られている。

食態度 を特徴付 けているのは自らの職業人 としての忙 しさや置かれた状況であ り、母親 と

してのアイデンティティにも大 きく影響 を及ぼす他の役割アイデ ンティティの存在が明 ら

かになっている。

以上のように、仮説1に 対 しては、3つ のパ ター ンが見出 され る。つ まり、子育て期に、

1.母 親 の役割 アイデ ンティティと食生活への責任感が強いパ ター ン、H.母 親の役割ア

イデンティティと食生活への義務感が強いパ ター ン、 皿.母 親以外 の役割アイデンティティ
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が強 く食生活を優先 してい ないパ ターン、の3つ である。1は 食事の優先順位が高 く、II

は高い場合 と低い場合の混在があ り、 皿は低い傾向があった。

2)役 割アイデンテ ィティの喪失 、揺 らぎと食態度 との関連(図9)

次 に・特定のライフイベ ン トを経験す ることによって、役割 アイデ ンティティが喪失、

または揺 らぎ、その結果食態度はどのような変化 を及ぼすのか分析 した。心理学ではアイ

デ ンテ ィティを喪失 した り、揺 らいだ りす ることをアイデ ンテ ィティの危機 といっている。

今 日 「危機」「クライシス」 という言葉は、 どうす ることもで きない破局的な意味合 いを

持 って用い られ ることが多いが、 ここでいう 「危機」 とは、あれか これかの分かれ 目、決

定的転換 の時期 とい う意味である。心の発達においてみれば、心が さらに成長、発達 して

い くか、逆 に後戻 り、退行 してい くかの岐路 ということを示 している24)。したが って、 こ

こでは、アイデ ンテ ィティが揺 らぐ状態 を 「危機」 とす る。

アイデ ンテ ィティの危機 をまねいたライフイベ ン トは、それぞれの事例 を詳 しく見 てい

くと大 まかに6つ のパ ターンに分け られた。それ らは、身内の死、結婚、子 どもの巣立ち、

体調の変化、社会的 な問題、複合的な家庭内の問題、である。

(1)身 内の死

一身内の死 は、母、息子、夫の3ケ ースであった。ある事例では、本人が高校生の時、

父 を突然の病気 で亡 くした後、心の支えであった母 を父 と同 じ病因で亡 くしたことで、強

い喪失感に襲われ、同時に死へ の恐怖か らパニ ック症候群 となった。 また、 もう一つの事

例では、大学 を卒業 して就職 したばか りの5月 に突然子 どもが死亡 したことであった。最

後の事例 は、長男が結婚 し、子育てが一段落 して半年 もたたない うちに夫ががんで急逝 し

た。予期で きない突然の死であった り、二人三脚で歩んで きた夫婦であったので、本人が

経験 した喪失感は非常 に大 きいものであった。

このライフイベ ントを通 して意識 された役割 アイデ ンティティの状態はそれぞれ、娘 と

しての支えの喪失、死への不安、母 としての喪失感、妻 としての喪失感であった。
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食の優先順位 は3事 例 とも共通 して低 く、食生活への意欲においても積極性 は感 じられ

ない。例 えば、「母 を亡 くして…(中 略)… 私が精神的 にすご く参 っていたので、何で もやっ

て くれる人で、…(中 略)… 週に三回 くらいはそこに食べ に行 っていた気が します」 と述べ

ているように、 自らが料理 を作 ることが出来ないほ ど落ち込んで しまったときに、近所の

人の援助 を受 けて何 とか食事が出来ていたことを語 っている。 また 「何 を食べていたか覚

えていない」、「何か口に入れなければな らない といわれ、チ ョコレー トを食べていた」 と

語 られているように、心の支えを失 って しまいその ショックか ら何 を食べたのか も憶えて

いないケースや、食べるこ とがほとんど出来な くなってしまい、ただチ ョコレー トだけを

口に入れていたケース もある。

また食行動の特徴 としては、「ほかの家族か ら苦情がでないもの をつ くった」 と述べ られ

ているように、 とにか く家族には食事 を作 らなければな らない という義務感で動いていた

ことが うかがわれ る。 さらに、「用意 したが 自分 は食べ られなかった」や 「何 を食べ ても美

味 しくなかった」の ように、食その ものにもはや喜びや楽 しみ を見 出せない様子が見受け

られる。 しか し、事例の中には、「母 を失 ったが、 この ときす ばらしい出会いがあった」 と

語っているように、 自分が料理を作 ることが出来ない とき、料理上手の近所 の人 によって

助 けられ、この出会いを通 して後に食に 目覚めるきっかけ となったケース もある。サポー

トをして くれる人の存在がいかに大切かが分か る事例であろう。

(2)結 婚

結婚 を危機的なライフイベ ン トとしてあげたの は、次の ようなものである。22歳 で結婚

した当時、大学院生活 と結婚生活を両立 させ ようとしたが、夫 との価値観の違いで苦労が

多 く、「本 当に大変な生活が始 まった」 「どっかで我慢 してやってい くとい う状況が長 く続

いた」 と述べている。ライフイベ ント曲線 も、結婚で大 きく下降し、その後の子育ても 「(夫

との関係 に対す る)気 持 ちを引 きずっていたのではないか」 と語 られてい る。役割アイデ

ンティティの状態は、妻 としての責任感 と不安定感の間で揺れ動 いている。一方、食へ の

意欲 は高 く、「す き焼 きな ど鍋物は気持 ちが豊か になった り、会話が弾むので好 き」 とわ ざ

わ ざ語 られていることか ら、夫の顔色 を絶えず気 に しなが ら、夫を喜 ばせ るための食行動

をとる傾 向が強か ったのではないか と推測 される。その食生活 における意欲の特徴 として

は、夫へ の献身 と夫の健康 に対す る責任感があげ られ、妻 としてのアイデ ンテ ィテ ィの不

安定感が食生活においては献 身的に料理 を作ることによってアイデ ンティティの取 り戻 し

に努力する姿が想像 され る。その裏づけ として、 この当時の最大関心事は 「料理 と夫」で

あった と語 られている。 この事例 は、 アイデ ンティテ ィにおいて相反する状態 を提示 して

いるケース といえよう。

(3)子 どもの巣立ち

子 どもの巣立 ちが危機 的なライフイベ ン トとして考え られる事例がある。3人 の子 ども
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に恵 まれ、夫や婚家の家族 に仕 えて過 ごした結婚生活 だったが、子 どもが独立 したことに

よって夫婦二人の生活が始 まり、それを機 に今後の夫婦のあ りかた を考 えることになった。

役割アイデ ンティティの状態は母 としての喪失感であ り、空の巣症候群 といわれるような

状態に陥った と推測 される。 この当時の最大関心事 は、「自分の将来のことJで あ り、子 ど

もの巣立ちのあ と自分 はどのような人生 を送るべ きかを考 え始め、アイデ ンティティに揺

らぎが生 じたものと思 われる。

食への意欲 は、「作 るこ とには張 り合いが なくやる気喪失、力尽 きた」「夫 には しょうが

な く作っている」 と語 り、ただ夫への義務感か らのみ食生活を送っていたようであ る。食

事の優先度は低 い。 また食行動の特徴 としては、その語 りの中で、「38歳か ら53歳 までずっ

と大変だったけ ど、食事に対する考 え方、パ ター ンは同 じようなものだった」 と述べ、子

どもの巣立 ちを経験 した53歳 以降は大 きく食生活が変った ことが示 されている。

(4)流 産

就職、結婚 と進路 を自分で決定 し、比較的若い時期 にアイデ ンティティが確立 したと自

らは認識 している唯一のケースであった。 中年期以降、 自分の特技 をいか して再就職 し、

「私だけの、家族 には関係 な く、私 だけの時 間であ り、空間であ る」職場 を持 っていると

い う意識 は、本人に とっての精神的支 えになっていたようである。今 までの人生を通 して

役割アイデ ンテ ィティにおける揺 らぎは少 ないが、結婚後、流産が数回続いた ときに、今

の自分の健康状態で よいのか とい う自己の見つめ直 しが始 まった。 この時 までは、 自分の

意志 で何事 も選択 し、比較的思い通 りの人生を送っていたが、初めて自分の思い通 りにな

らない現実 に向 き合い、その結果、 自分の健康 に目を向け、体質改善のために努力する時

期が始 まった。

この時期、食生活への意欲 は高 く、優先順位 も高い。体質改善 という目標のために、今

まで食べ ていた もの とは全 く違 う食材 を調理(大 豆、にんじん、昆布、玄米な どの 自然食

品 を中心 として)し 、食事内容その ものが大 きく変わった と語 っている。その語 りの中に

は、何事 にも積極的で 自ら解決法 を選択、実行 してい く意欲が強 く感 じられ、危機 的なラ

イフイベ ン トを経験 しているに もかかわ らず、そのアイデ ンティティの揺 らぎをむ しろ よ

り良い健康状態 を作 り出す契機 としてとらえている姿が見 られた。

(5)社 会的な問題

事例の一一つ は、危機 的ライフイベ ン トとして、夫の経営する会社の トラブル をあげてい

る。「結婚 して生家の親 を安心 させて、今度 は新 しい両親 を安心 させ…、子 どもの教育、

両親への忠誠、主人の健康、社交…などが私の役割 で」 と語っているように、 よき妻 ・よ

き嫁 ・よき母 などが役割アイデ ンティティを支 える ものであったが、上記の出来事によっ

て、名誉 の喪失や経済的損失 などを経験 し、妻 ・嫁 ・母 としてのアイデ ンテ ィティを揺る

がす ものとなった。この時の役割アイデ ンティティの危機の特徴 は、妻 としての不安定感 ・
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喪失感 と同時に、妻 ・母 としての責任感、経営者一族 としての社会への責任感が挙げ られ、

それ らが 自己の見つめなお しを迫 る要因 ともなっている。

食生活への意欲の特徴は、夫が精神 的に落ち込み大変な立場 に追い詰め られていたこと

もあ り、とにか く 「夫 に食べて もらうこと」が中心であった。また、個人としての生活は常

に進行 してお り、3人 の子 どもを育てる とい う責任 も強 く感 じていたので、食事の持つ意

味 は、夫 と子 どもの健康維持 にあった と考 えられる。食事の優先順位 は低 く、妻 ・母 とし

ての責任 を全 うす る姿勢で、 この危機状態 を乗 り越 えようとしていたのではないだろうか。

(6)複 合的な家庭問題

2つ 以上の危機 的要因を認識 していた事例は、3ケ ースである。いずれ も危機的 ライフ

イベ ントは家庭問題であった。1ケ ース目は、実父の死去、夫 との別居、2ケ ース目は息子

の反抗期、夫 とのすれ違い、3ケ ース目は親族の世話、夫の単身赴任、実父の看護であった。

1ケ ース目は、実父の死去 により、単に娘役割の支えを失った というより、父の会社 の後

継者 としての責任感が発生すると同時 に、父が経営 していた会社 と実家の母や妹 たちとの

利害関係への懸念 とい う、実家の長男的(長 女で嫁いでいるにもかかわらず)な 責任感が

生 まれてい る。夫 とは相変わ らず夫婦生活が うま くいかず、嫁姑 問題で苦 しみ、八方塞の

追い込 まれた気持ちにな り、 しばらく夫 とは別居 していた。 この ときの役割 アイデ ンテ ィ

ティの状態 は、嫁 ・妻 と しての役割 の揺 らぎであったが、「この可愛 い子達が あの両親に

育て られるのは許せない。 それだけで頑張 らない といけない」 と唯一母親役割のアイデ ン

テ ィテ ィは強 くなっていた。 しか し、婚家 と実家での問題は一向に良 くならずむ しろ悪化

し、 これ ら複合的な出来事 を通 して、 自分 自身が立つ拠 り所が失われたように感 じ、 自己

存在の否定へ とつながってい った。

一方、2ケ ース 目は、思春期の息子がかな り反抗 した時期 に、夫 は仕事で忙 しく、 自分

も仕事 関係の人の世話で忙 しい中、1人 で子育てをすることに不安が高まっていった。こ

の ような状況の中で、 自分 に対 して共感 を示 さない夫に対 し不満が爆発 し、妻 としての役

割アイデ ンティティに揺 らぎが生 じた。 また、会社の後継者 として息子 をきちん と育てな

ければならない とい う責任がある一方で、反抗期 にある息子 とは コミュニケーシ ョンが上

手 くいかず苦労 していた。子育てに関 して夫には相談で きない孤独感の中で、母親 として

の役割 アイデンティテ ィは義務感 として受け止め られていた ようである。

また、3ケ ース 目は、夫の単身赴任 により、「今 まで夫がやっていたことを全部1人 でや

りだ した」 と語 っている。また同時期 に実父が入院 し看護が始 まったが、 自分が看護 に行

くと、喜んで くれる(付 添いの)人 がいて、 自分が必要 とされていることを感 じた。子育

て中の35歳 の とき、彼女 は 「自己のアイデ ンテ ィテ ィ」に 目覚め、「社 会でいろんなこと

を見たいと思 った」「私 は人形 じゃない」 と思い、 自己の見直 しをし始めたと語 り、 「自己

確立を したのは40歳 ごろ」 と認識 している。 しか し、本人が48歳 時の、 この夫の単身赴任
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によって、 自己へ の見直 しが再度な され、初めて現実的に 自己確立の方向へ進んではない

かと思 われる。

これ らの3事 例 ともアイデ ンテ ィティの揺 らぎの時期は、食への意欲は低 く、食の優先

順位 も低い。 「自分は食べた くない、作 りた くない」「子 どもには業務 ・日課 としてつ くり、

ファース トフー ドも購入 した」、「毎 日の生活に追われ、食生活には関心がなか った」「食べ

させる人がいないので意欲は低下 した」「簡単に、夜9時 か10時 に帰ってお茶漬けなんかを、

でも満足 していた」 と語 られているように、食生活への関心は喪失傾 向にあ り、義務感や

見栄、あるいは責任感か らの解放が特徴 として挙げ られている。

3)役 割アイデンテ ィティの模索の時期 と食態度 との関連(表6)

表6役 割アイデンティティの模索の時期と食態度の関連(複 数回答)

年代的特徴 事例数 役割アイデンティティの特徴 食生活の意欲
ア イデ ンテ イテ イ

の側 面

1.30歳 代～

40歳 代前半
5 妻、母 としての責任感 家族、子 どもか らの評価 関係性 にもとつ

いた もの

II.40歳 代後半
～60歳 代 10

母 としての役割の明け渡

し、 自己の見つめ直 し
健康への意識 個 としての もの

中年期 の女性 は、役割アイデ ンテ ィティの喪失、あるいは揺 らぎを経験 した後、新 たな

役割 アイデ ンテ ィテ ィを再構築 する といわれてい る4)。 この再構築 プロセスは、新 たな役

割アイデ ンテ ィティを模索す る時期 ともいえる。 この模索 を通 して、食態度は どの ように

変化するか に関 して述べる。

表6は 、各事例 の役割アイデ ンテ ィテ ィが どの ようなライフイベ ン トによって変化 した

かを年代別 にまとめたものである。 この一覧表には、役割アイデ ンティティの揺 らぎにつ

なが るような危機的ライフイベ ン トを経験 した後、新 たな役割アイデ ンティティを模索 し、

再構築時期 とその内容が記 されている。

これ ら各事例が体験 して きた役割 アイデ ンテ ィテ ィの模索 プロセスは、年齢 によって大

きく二つ に分 けることがで きる。表6に 示 したように、30歳 代か ら40歳 代前半 にかけて模

索 のプロセスを体験 した群 と、40歳 代後半か ら60歳 代 に模索のプロセスを体験 した群 に分

けて見ることがで きる。 同時にこれ ら二つの群 には、役割アイデ ンテ ィティの状態 におい

て質的な特徴の違いが出てきている。

30歳 代か ら40歳 代前半 とい う比較的若い世代 において、新たなアイデ ンティテ ィの模索

の要因となっているライフイベ ントには人によって違 う。(海 外赴任、身内の死、子育て、

仕事、家庭問題の解決など)。 しか し、 これ らの ライフイベ ン トが導 き出している役割アイ

デ ンティテ ィの中味には一つの共通i生が認め られる。 まず、挙 げた5事 例すべてにおいて、
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妻や母 の役割が意識 され、他者 との関係性 を中心 としたアイデ ンティティの模索が特徴 と

なっている。次いで、「自己の見つめ直 し」や 「自らの視野の広が り」が挙 げ られ、 これ ら

は個 としてのアイデ ンテ ィティへつながる特徴 として とらえることができる。 また1事 例

のみが、「嫁 として義務感か らの解放」 を挙げてお り、義父母の死 とい うライフイベ ン トが

嫁 としての一つの役割が終 わ り、新たなアイデ ンティティの模索 をよ り強める結果 となっ

ているのであろ う。

一方、40歳 代後半か ら60歳代 にアイデ ンティティの模索 を体験 した群の一覧 にも、興味

深い特徴が見 られる。 まず新たなアイデ ンティティの模索の要因 となったライフイベ ン ト

については、「現在 も」模索 を続 けているケースが4事 例出て きている。特別なライフイベ

ントを挙げているわけで はないが、「徐 々に良い方に きたのではないかと思います… 自分

を客観的に見 られるようになって」や 「(去年 ぐらいか ら)す ごく自分 のことを将来 これか

らどうして行 こうかな とか考 えるようになった」 と述べ ているように、様 々な出来事の流

れの中で現在が模索の時期 であると位置づけているのである。 また、数年前 に夫 を亡 くし

た事例 は、 「(3年 間前 に)主 人が死んでか らつ まらない と思 うんです よ、 これは何でかな

と今でも考 えているんですよ」 と述べ、夫のいない喪失感か らい まだ抜 け出せ ない ままに

現在 もアイデンティティの模索が続いているケースもある。更 に、40歳 代後半以降は多 く

の事例 において子育て期がほぼ終了 してお り、 ライフイベ ン トその ものが子 どもや家族 と

の関係性 に焦点をあてるよ りも、 もっと異質な出来事 を挙げているケースが多い。例 えば、

子の結婚、単身赴任 していた夫 との再同居、 自分 自身の大学進学の ように、何 らかの新 し

いス ター トを挙 げているケースが 目につ く。 またそれとは反対 に、義母の介護 と看取 りよ

うに一つの役割の終わ りを示唆するもの もある。

このアイデ ンティティの揺 らぎの時期 における特徴は、「自己の見つめ直 し」である。 ま

た、ある役割の終焉や明け渡 しの特徴 も見 られる。同時に、年齢 を重 ねることによって意

識 される自らの有限性 も特徴 として挙げ られている。40歳 代後半以降のこの時期 は、中年

期の危機の時期であ り、岡本は 「本来危機 とは、あれか これかの分かれ目、決定的転換の

時期 という意味であ る」 と述べているが、本研究の対象者 たちも自分はどう生 きるのか と

い う問いに答 えていこうとする姿が、新 たなアイデ ンティティの模索 の中に見 え隠れ して

いるのではないだろうか。子 どもが巣立ち、それぞれに独 自の道 を歩 き始める中、母 とし

ての役割 アイデ ンティテ ィが持つ具体的な行動(子 育て、食事 や身の回 りの世話 など)は

終焉 を迎 え始める。 また、義父母の看取 りを通 して、嫁 としての役割アイデ ンテ ィティか

らも一種の解放が もたらされる。同時に、実父母 に対 して も介護や世話 とい うプロセスを

通 りなが らやがて見送 る経験が生 じ、娘 として も役割アイデ ンテ ィテ ィに大 きく修正 をか

けなければな らな くなる。以上のような様 々な人生経験 を経 て、夫のかかわ りの中で妻 と

しての役割アイデンティテ ィもまた変化 を余儀な くされ、夫婦関係の見直 しにつなが って

49一



社会文化学部論集 第7号

い く。 これ らの模索 の中心 となる軸は、個 としてのアイデ ンテ ィテ ィであ り、「自分は何

者 であるか」「自分 は何 になるのか」 とい うテーマが本研究の事例か らも理解 される。

アイデ ンティティの揺 らぎか ら見 られる心理的特徴は、その経験が発生す る時期 によっ

ても異 なるこ とが分かった。それ らの特徴はアイデ ンテ ィテ ィを関係性 と個の どちらから

とらえてい くか とい うことであったが、 この観点は同時に食生活 における意欲の中心軸 に

も当てはめることがで きる概念である。従って、食への意欲を30歳 代か ら40歳 代前半の時

期 と、40歳 代後半か ら60歳 代の時期の二つに分けて考えると、その関連性が際立 って見 え

て くる。

まず、関係性 を中心 として自分のアイデ ンティテ ィをとらえている若い世代 では、子 ど

もとの関係性(責 任感、義務感、評価)、 夫 との関係性(責 任感、義務感、評価)、 家族 と

の関係性(連 帯感、評価)の3つ に食へ の意欲が大別 される。ここでは、母親役割や妻役

割が中心 であ り、他者のために料理 を作 るとい う 「食の提供者」 というような役柄 を演 じ

ているように見受け られる。

一方、40歳 代後半か ら60歳 代 にかけての人生経験 を積 んで 「個 としてのあ り方」に興味

を持つ世代 は、食生活 も個 を中心 として観点か らとらえているように思 われる。その意欲

の内容 として、 もっ とも顕著な項 目は 「健康へ の意識」である。 これは 自分 自身の健康へ

の関心の高 ま りを表 しているのだが、 「自律 してい くためには健康が大切でそのための食

事」、「主人 と二人で長生 きし、 きちん と生 きてい くための食生活 をす るために作 っている」、

「心身 ともに丈夫でいたい」、「栄養指導 を受けた ことを継続 してい る」、「夫がガ ンで亡 く

なったこ とで、 自分 も健康でいるために食生活 をきちんとしなければな らない」な どと述

べ られている。 また、食への好奇心 では、「料理が楽 しいので時間 をかける」、(「料理の得

意な友人 に教 えて もらう」 といった語 りが見 られる。他 には信念や将来の展望 といった 自

らの人生観に関わるような食生活へ の意欲 も挙 げ られている。

以上 のような個を中心 とした食生活へ の意欲 だけが、40歳 代後半以降の人生 における食

への意欲ではない。子 どもが まだ巣立ってお らず同居 しているケースは、食への意欲 を 「子

どもへの責任感 「家族への責任感」 と述べているし、夫の存在が意欲の中心にある事例 は、

それぞれ夫か らの評価 と夫へ の義務感 を挙げてい る。 この2つ の事例で共通す るのは、役

割 アイデンティテ ィの揺れが現在 も続いてお り、新 たなアイデ ンティティ構築にむけた模

索が今 もなお継続 されているケースである。

4)現 在の役割アイデ ンテ ィティの状態 と食態度 との関連(表7)

表7に は、事例 ごとのアイデンティテ ィの確立感 と現在の状態 を示 した。 これには3つ

のタイプが見出 される。第1は 、現在以前 にアイデ ンティティの確立感があ り、それが今

も継続 しているタイプ。第2は 、現在以前に確立感があったが、再びアイデンティテ ィの

危機 を経験 し、現在は新 しいアイデンテ ィティを模索中のタイプ。第3は 、はっき りと・し
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た確立感 を経験 してはいないが、現在は新 しいアイデ ンテ ィテ ィを模索中のタイプである。

食態度 との関連では、第1の タイプは、食事の優先順位が高 く、第2の タイプは食事の

優先順位が低 く、第3の タイプは高いと低 いが混在 していた。

表7現 在の役割アイデンティテ ィの状態と食態度 との関連

分 類 事例数 アイデ ンティテ ィの特徴 食生活の意欲の特徴
食事の
優先順位

1.ア イデンティティの確立

感が ある
6

視野の広がり

母 としての責任感

健康への意識

家族への責任感など
高 い

II.一 度確立感があったが、

喪失 した。現在模索 中
2 母として役割の明け渡し

夫からの評価

健康への意識
低 い

皿.模 索中 2 自己の見つめ直し
健康への意識→

関心の喪失 →

高 い

低 い

V.考 察

1.ラ イフイベン トについて

中年期は、生涯の どの時期 よりもス トレスを伴 う生活環境の変化、すなわちライフイベ

ン トを体験 しやすい時期である29)といわれているが、本研究の対象者 も過去か ら現在 に近

くなるにつれ、 さまざまなライフイベ ン トを経験 していた。 また、結婚当時か らの ライフ

イベ ン トを質問することは、対象者 によっては20～30年 も記憶 をさかのぼる作業 となった。

高橋 らのライフコースの分析30)で は、記憶 の持続 と置 き換わ りについては、記憶 の持続期

間がそのまま記憶 の限界、つ まり忘却 となるのでな く、その出来事の影響力 を上 回る出来

事 に出会 って初めて強い思い出 として置 き換わってい くのであって、記憶 その ものは持続

しうることが述べ られている。このこ とに より、過去 の転機 になるような大 きな出来事 を

除いては、現在 に近 い出来事が記憶 の持続が良 く、多 く語 られてい る傾向があることも考

慮 しなければな らない。本研究の対象者 も、現在 によ り近いほうが、 より多 くの ライフイ

ベ ン トを想起す る傾 向があった。本対象者は、現在の状況 を比較的 「良い」「幸せ」 と評

価 している人が多 く、中年期 になって多 くのライフイベ ン トを経験 しなが らも、人生 を肯

定的にとらえなが ら生 きようとしている姿ではないか と思われる。

ライフイベ ン トの評価 は相対的なものであ り、その内容に も多様 さが見 られることよ り、

客観的テス トだけでは、十分 に内容が把握で きない と思われる。 したがって、本研究の よ

うに一人一 人に曲線を書かせ ることは、一人一人がそのライフイベ ン トの意味について現

時点で どの ように意識 し、判断 しているかが推測で き、大変興味深 い研究 となった。
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2、 アイデンテ ィテ ィについて

本研究では、アイデ ンテ ィティを個 と関係性の側面か らとらえることに より、今 自分が

何 に向かってお り、誰 との関係の中で生 きているかをつかもうとした。

結婚当初 より自立が出来てお り、個のアイデンテ ィテ ィが語 られた事例 もあるが、全般

的 に40歳 を過 ぎてか ら、個 と関係性の両方のアイデ ンテ ィテ ィへの意識が見 られるように

なっている。出産 を経て子 どもを育てることによって母親役割が生まれ、関係性 アイデン

テ ィティを 自分 の中に育てた事例が多か った。その後、個 としてのアイデ ンテ ィテ ィへの

気づ きが生 じて くるが、 このアイデ ンティティは青年期 に獲得 したアイデ ンテ ィテ ィと質

的 に同 じとは言えない との報告 もある31)。本研究 において も、 この点は非常に興味が ある

ところである。

また、対象者 自らが語った役割アイデ ンティテ ィの具体的な表現 は、母、妻、嫁、娘、

職業人、姑、祖母があった。男女協働参画時代 におけるジェ ンダーの観点32)-34)から見 ると、

上記の役割アイデンティテ ィの表現 は、 ジェンダーバイアスが含 まれているのではないか35)

と懸念 される。 しか し、本研 究において、対象者か ら語 られた言葉その ものを重要視 し、

そこに含 まれる意味 を汲み取るためにその まま使用 した。このような役割 アイデ ンティティ

を表現す る言葉 自体が、対象者の根底 にあるジェンダーの捉 え方が示 されているのか もし

れない。従って今後はジェ ンダーの認識の仕方 も考慮 しなければならない。

3.ア イデンテ ィテ ィと食態度の関連について

母親役割を獲得 した ときには、母の責任感が強い タイプ と、義務感が強いタイプとその

他の場合に分かれたが、 この時の子 どもの年齢 も考慮 されなければな らない。子 どもの年

齢が低い時期 は、育児が中心 ゆえ母の責任感は強い。子 どもが成長 し中学生 くらいになる

と、母親 自身も子育て一辺倒ではな く、再就職 をす る場合 など母親以外の役割 を担 うよう

になる。 この時期、母親役割 と職業的役割な どのバ ランスを図ることが困難 になった り、

社会に目が 開かれて くると今 までの 自分の生 き方に疑問を感 じた りして、子育てなどの家

庭内の役割 に対 しては義務感が現れて くるのではないか と思われる。 また、母親 として、

子 どもを客観的に見る位置 に自分 を置 くということも、母 としての責任感か ら距離 をとる

姿である36)37>。子 どもを生んで母親になった という事実ではな く、母親役割のアイデ ンティ

ティを獲得 した とき38)に、食生活の優先順位が高ま り、子 どもの喜ぶ顔や子 どもの成長へ

の期待が食へ の意欲 になってい くのであろ う。

次に、全般 的に、役割 アイデ ンテ ィテ ィが揺 らいでいる時 は、食生活への意欲は低 く、

食事の優先順位 も低い ことが明 らかになった。特 に、食生活の意欲の特徴 としては、意欲

や関心 の喪失が まず挙げ られている。 また、積極 的な関わ りが欠如 しがちな夫や子 どもへ

は、義務感 も語 られている。

子 どもの巣立ちによって、食生活への意欲が低 くなった事例があるが、専業主婦では一
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人 目の子 どもの巣立 ちが完了 した段 階でアイデ ンティテ ィ拡散 に偏 ることが報告 されてい

る39)4°)。特 に子育てに熱心 だった主婦 に多 く、 フルタイムで勤務す る人は、親役割 と職業

役割が重複することによる葛藤が この巣立ちによって解消 されるので、アイデ ンテ ィティ

の転換が より積極的に現れるとい うことも言われてい る。その他には、家族か らの評価 も

挙げ られているが、 これ は提供す る食事が家族か らどの ように受け止め られ、評価 されて

いるかに焦点が当て られた ものであ る。つ まり、 自分が主体 となって能動 的に食生活へ

かか わってい こうとす る姿勢ではな く、役割 アイデ ンテ ィテ ィの揺 らぎに も関連 して、周

囲か ら与 えられ る評価 によ り、受動的 に意欲を刺激 されてい ることを表 しているのではな

いだろ うか。

また、興味深いのは、夫の単身赴任 とい う大 きなライフイベ ン トがむ しろ妻 としての新

たな役割 アイデ ンテ ィテ ィに目覚め させ、同時に食生活 においては責任感か ら解放 された

ことを契機 に食がおろそかになって しまったケースである。特 に同 じ時期 に実家の父の介

護 もあ り、 ます ます 自分 自身の食生活 は重視 されず、単 に空腹 を満 たすためだけの意味 し

か持 っていない。

一方
、役割アイデ ンティテ ィの危機が食生活への意欲 や優先順位 を高めているケースも

あった。食事 によって体質改善 をし、妊娠 したい という前向 きな気持 ちがあるため、「食

事作 りは面倒 くさい」 と思いなが らも意欲があ り、優先順位 も高か った。 これは危機的な

状況 を食生活の肯定的な側面 に転換 していこうとする姿勢である。 また、別の事例では、

上述 したように結婚生活 に悩 んでいることの裏返 しに食生活へ の高い意欲が 出てお り、興

味深いケース となった。

4.対 象者について

本研究の対象者は、10名 とい う少人数であ り、学歴 は、専 門学校 ・短大卒が2名 、大学

卒(現 在在学中 も含 む)7名 、大学院卒1名 で、この年代の女性 としては学歴が高い41)。配

偶者の職業 は、会社経営者4名 、医師3名 、サ ラリーマ ン(1人 は死別)3名 であ り、8割

が専業主婦 とはいえ社会的な活動 を している人が多か った。従 って生活環境や経済状態な

どを考慮すると、一般的 なサ ンプルか ら出た結果 とは考え難い ところがあるか もしれない。

また、毎月1～2度 程度、心理学や カウンセリングの勉強会 に自発的に参加 し、普段か ら

アイデ ンテ ィティなどに興味を持 って学 んでいる。だが、 日頃か らアイデ ンティティな ど

内面 を見つめる機会の多い対象者だったので、質的研究 にお ける、研究の 目的 に則 したサ

ンプリング方法 としては妥当だった42)と思われ る。 さらに、インタビュー内容 などは個人

の生活面や心理面でか な り深い部分に も触 れな くてはな らず、通常の研究場面ではなかな

か聞 くことの出来ない詳細 な内容 を得 ることがで きた。研 究者 と参加者の問の信頼 関係 に

もとついた上で、 このように内容の濃い質的研究 を行 うことがで き、貴重 なデータ収集に

なったと思 われる。
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今後は、年齢や性別、ライフスタイルの違 う対象について も調査 を行 ない、比較検討 した

いと思 う。 また本調査 では一人一人の生活背景や心理的な側面 の変化 を知 るために質的研

究法を用いたが、将来的にはデー タを量的側面か ら検討する必要性 も感 じている。

V[.ま と め

本研究では、中年期女性のアイデ ンティティの変化 と食態度の変化 の実態 を知ることを

目的とした。研究の結果、 ライフイベ ントを通 して、中年期女性 は役割 アイデ ンティテ ィ

の獲得や揺 らぎや喪失があ り、それに関連 しなが ら食態度 もまた変化 してい くことが明 ら

かになった。

従来、栄養教育 を進める上では、 中年期女性 は家族の代表者であ り、家族の食事 を管理

す る役割 を担 う対象者 として扱われてきた。 しか し、本研究では、中年期女性の心理的変

化の特徴 に焦点をあて、中年期女性が食事 を管理す る立場ばか りでな く、一人の人間 とし

てアイデ ンテ ィティが変化することに伴い、作 る人であ り、食べる人であると対象者 を捉え

たこ とが新 しい視点 だと思 われる。対象者が同 じ年代 でも、おかれた役割や ライフスタイ

ルの違いなどによって、食生活の意欲 に違いが見 られたことにより、食教育を進める上で、

個 人差を踏 まえた栄養の課題があ ると同時に、対象者 に合わせて食生活の意欲 を高め る方

法が示唆 された。 また、調査方法 として、ライフイベ ン ト曲線を描 くプロセスを対象者 と

報告者が共有す るこ とによって、対象者に とってのプライオ リティになる課題 を見出す手

段 となる可能性が考 えられ る。
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